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コンクリートのブリーアィングに就いて

西

長 島

忠 雄

弘

Study on　Water　Bleeding．　Phenomena　oi”
　　　Mortar　and　Concrete

Tadao　NisHi

Hiroshi　NAGASHIMA

Syenpsis

　　　rl“o　study　the　bleeding　phenomena　of　mortar　and　concrete，　following　1〈inds　of　sand

mortars　and　concretes　were　used　：
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　　　An　air－entraining　agent　and　a　cernent　dispersion　agent　were　mixed　in　some　of　the

mortars　and　concretes．　”1“he　height　of　concrete　placing　was　varied　from　10　cm　to　200　cm．

　　　The　items　of　tests　were：　（a）measurement　of　bleeding　water　of　each　mix，　（b）com－

pressive　strength　test　of　some　kinds　of　concretes，　（c）　surface　hardness　test　of　concretes

of　various　placing　heights　with　Schmidt　hammer．

　　　The　main　results　are　as　follows：

　　　（1）　The　effective　water　content　of　mortar　seems　to　correlate　to　the　bleeding　water

content，　but　its　correlation　rate　is　considerably　fiucttuated．　Therefore，　no　uiiiversal　for－

mula　can　be　obtained．

　　　｛2）　”1”he　bleeding　property　of　mortar　is　different　from　that　of　concrete．

　　　（3）　ri“he　bleeding　water　content　of　concrete　has　a　good　correlation　to　its　effective

water　content　ancl　to　its　sand　content　（absolute　volume　in　liter　per　｝m3　of　concrete）



130 西忠雄・長島弘 2

and　follewing　formtilas　are　obtained．

　　　　　Bp＝0．014（獲ノge一　150）　　　　　　for　O。6　mm　grade　sand，

　　　　　Bf．）　一一　O．016　（W」；一137）　for　2．5　mm　grade　sand，

　　where

　　　　　B・・　100・畿1器総評1堅塁％

　　　　　WiiJ　＝　effective　water　content　（1／m3＞

　　In　another　forrn，

　　　　　Bf）　＝＝一　S’・’×1665×10ua”　for　O．6　mm　grade　sand，

　　　　　B，．　：　S7・ixO．150×10－i7　for　25　mm　grade　sand，

　　where　S　is　the　sand　content　of　concrete　（1／m3）．

§1　（ま　 し　 漁～　き

　　本報告は表題の研究に関する第2報1こ属するもので即ち第1報としては昭和31年度の臼

本セメント技術年報に発表した。第1報では主として軽石，砕石を含む種々のコンクリートに

ついてブリーディングの挙動を捕捉し一一・応コンクリt一トのブジーディング量には砂量が最も相

関性を示すこと並び1こ簡単な関係式を提案した。本報告に於ては更に（i）調合によるコンクリ

t一一 gのブリ・・一デaング量の変化を系統的に検討するそのためニートセメント，砂入モルタル，

並びにコンクリートの別につき夫々ブリ・・一デKングを追求する（ii）打込高を異にする場合のブ

リーーデ’fング量（iii＞打込高を異にするコンクリートの各部分強度¢）変位は如何様かの主として

3点にっき行った。又補足的に該羽豊込高を異にするコンクリートの打継部近辺各部の生コンク

リートの洗分析によるペースト量水セメント比の移動についても検討を試みたがデ・一’タの浮動

激しく橋筒」性を持てなかった。コンクリート乃至モルタルのブリー・“ディソグについては既往

可也多くの研究があり凝ってブリーディソグを検討する工学的乃至材料£｝ま的意昧は①水の分

離が局部的特に劃畠継部の水／セを変化させ脆弱化させ晶質の不竣1一不連続を惹起すると考えら

れる点〔1i）ブリーディングの多いものは硬化盾コンクリ…一トの透水惟に何らか相関した性状を

持っている点（鱒以上のことは定量的に不分明であるが定性的には明らかに少ない方が此の点

に関する限り良好なわけである。（iv）即ちコンフリー1・の設計に臨んでコンクリートの強度，

耐久性等を対照とする方法は充分信頼のおける一般的方法を獲ているのに比しモルタルコンク

リート等につき調合を知って此のブリード量を大体算定出来るものかどうかその確実な方法を

獲る手だてが欲しい等となろう。

§II供試料並びに使用器具

　a－1　セメン｝：セメントは一撞としポルトランドセメントー種のみ，iヨ本セメント社上磯

工場製，粉末慶ブレーン3200位，安定性試験完全1羅1，強度フn　一一値等は第1表の如し
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　第1表　使用セメント強度

131

フ　　V　　一

2el

曲　げ強　さ　k9／cm2

3　爾 7　｝三1 28　日

22．1 41．1 58．4

圧縮強さk9／cm2

3　！1 7　属 28　EI

76 190 328

註：養生水漏18～19℃

第2表　 使用愚材試験結果
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　※群薄鎮は何れも2囲の試験の平均

　a－2　砂，砂利，砕石等

　　骨材の比重，吸水率，容重等の性状は第2表の女［耳し骨材産地広島は北海道，1怒庭郡広膓村産

山砂，蘭島砂は小樽附1互：海砂，砕石は岡じく小樽τ1了災沢［Ill’在安山岩嘉騒石である。

　a一一3　混　和　剤

　　AE剤：　ダレックス：第一物産扱

　　分散剤：ポゾリス：Li本曹達扱

　　灘潤筆：リサポール：ill．汐ト貿易簡事扱

　b－1　混練打込関係

　　（i）　混練：　ミキサーはラソサム塑2切ミキナー

　　（ii）型枠：　モルタル用にはφ10×20鉄製｝＝畷毒，：コンクリートに．はコンクリ・・一｝標準円筒

憎憎（φ15×30）並びに15×15柱型には木製を用う但し此の場合内側にポリエチレンシ…トを

水漏ない様シ戸ルの」：用う。

　b－2　計測関係

　　（i）　メスシリンダ・t一：50cc

　　（ii）　ピペット：5ccコマゴメピペット

　　（iii）容重マス

　b－3　彊ミ度試験関係

　　（i）圧縮強度：100t圧縮曲げアムスラー型試験機：加庄板15×15×2cm
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（旬　シュミットハソマ・・一テス｝メータ

　　　　　　　　　　　　　　　§III実験計画

1．二　一一トセメソトモルタルのブリーデ4ング

水セメント比を変え…・郷混和剤を用う第3表の如し。型枠はφ10×20に．よる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　表

4一

No． 1 2 3
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fi　i　！／　I　n

　　　　I

lf　1　rz ！4　，，
11

　2．砂入モルタルのブリーデ4ソグ

　　砂粒径及び水／セを変化させ且つs／c砂のセメントに対する重量比を種々の値にとりブリ

・・一 hをみる。一部混和剤を入れ検討する。次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1：1

　　　　　O．6　mm

砂　粒　径　1．2

　　　　　2．5

　　　　　5．0

砂　粒　径　2．5mm

　　50％

WfC　60

　　70

WIC　so％

3．　コンクリ…一トのブリー・ディング

　1：125
SIC　1：1．so

　1：1．75

　1：2．0

　1　：　9；u・25

　1：1
　！：1．25

S／C　1　：　1．5

　1：k75
　1：2．0

　1：2．25

総当り組含せ

ダレックス

ポゾリス

リサポール

総当り組合せ

　　コンクリートの調合がブリデ4ングに及ぼす影響を検討するものとしては砂利の粒度を第

4表の如く調製之を図示すれば第1図の如き成分系図となる。砕石はとらない。砂粒径は2．5

mm水／セ60％としスランプ22　cmを狙うものによる10種（之をGグループとす）と砂利粒度

を一定（第2表の広島砂利粒度）とし砂量，砂率，及び有効水量の何れか一つを一定他を変化さ

　　　　　　　　　　　　　第4表　Gグループ組骨材（砂利）粒度

No． Gエ G， G， G， G， G， G， G， G， Gio

rJ　xv　le　mm

10n－20

20　t一　30

1 2！3

1／3

1／3

2／3 1

2f3

1／3

1f’3

1／3

1／3

2t13

1／3

1f3

2f3

1／3

2／3 1
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せた12種のコンクリート（之をSグループとす）とを作成する

　4．コンクリt一’トのブリーーディングの打込高及び速度60cm

毎時で打つ場合の遊違（一度と打継法の差違）を次の如くとった。

（調合Hとす）

　　　　　10，20，30，60，90，120，150，200cm　　　　　　　　　　　　　・！o－2”）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヲ
　5・コンクリートのブリーデaングによる各部強度の変移　　　　　　第　1　図

　　水／セ60％，砂2．5mm，スランプ！0，19及び22　cmの3段階を砂利並びに了｝4陰石を粗骨材

とし混和剤混入並びに無しにつき24種の調合とする（Cグループとす）。

　　　　　　　　　　　　　　　　§IV実験方法

　1．ブリーディング量湖定方法

　　二・・一トセメ．ン｝モルタル，砂入モルタル並びにコンクリートに就き何れも試料翻ご∫終って

から表面に溜る水をピペットで吸い取り（此の際型枠を少しく傾け）50ccメスシリンダーにあ

けて図盛を読み記録する，取った水は再び全部型枠表面に返渓ナる。

　2。　強度試験法

　（i）圧縮強度十悪灸

　　柱型試体を部分圧縮（カ1圧板15×15　cm）して破壊強度値に．よる。

　（ii）　シュミット法

　　シュミッ｝ハンマーはコンクリーートの側面に直角にあて静か1こ打って其の反擾値をli・，TCむ何

れも隠撮試体の両立｝llより2．5　cm及び7．5　cm並びに中央部は30　cmおきとし一カ所につき各面

5ヵ所計20点を取り平均して其のカ所のイ直とした：。

　　　　　　　　　　　　　　　　§V実験の結果

　1．各・種モルタル，コンクリ…トの調合

　11．　ニートセメントモルタノレ調合

　　第5表の如し

　　12．破入モルタル調合

　　第6衰及び第7表の如し

　　13．　コンクリーート調合

　　GグJtr・・一プは表8，　Sグ7tr・一一プは表9，　C並び1こHグ］tZ・reプは表10の如し

　2．ブリーデaング計測結果

　　21。ユ　一一トセメントモルタノレのブリーeディング

　　第5表の調合によるブリ一一ディング僚を最大ブリ・一一ディング値について図示すれば第2図

の如し。実ブリーディング盤と共に有効水量に対するブリーディソグ量の比率も併せ図示した。
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第5表　ニートセメントモルタル調含
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第6表 モルタル調合（砂：0．6mmの場合）
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第7表i　モルタル調合（砂：！．2，2．5，及び5．Ommの場含）
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213

20’i

187

178

226

212

’！98

！88

“i”煤f7

Z68

322

372

416

450

4－87
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62rJ

593

557
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133？．．
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7！0
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X
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混和剤混入のものは！～6昆つ砂粒径2．5による。　’

タ．レックスはセメン｛・50匙g｝こ付25cc混入。

ポゾリスはセメント50kgに付20％溶液10eO　cc混入。

リサボールはセメント50kgに付20　gr混入。

第8表　　コンクリート調合（Gグルーープ）

No・

G，

G，

G，

G，

G，

G，

G，

G，

G，

Gio

轡畦翻三・響
容積．（一〃M3）

砂 砂　利

重
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　！1
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　／！
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灘
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■謹
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li　io－p

隠；
i　9」r
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4－4　r）
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337

32？‘
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1．朋「 @！k婁；／旦童｝）．

砂

875

815

777

712
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686

686

815

81．rJ

砂　：樹

8e3

9eQ

｛8P“

10S・QO

982

1080

1153

’1．153

1038

1038

※　使用砂粒径：2，5mm，予定スランプ：22　cm，混願剤摺いずW！C＝＝60％．

※粗倦材粒度は第4表による記辱番号照合す。



136

窮9表

西　　忠AE・長囲　　曜、

コンクリート調合（Sグループ〉

／？
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1e7
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！18
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ユ18

97
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283
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※使用：砂粒径： 2．5mln，予定スランプ22　cm，混和剤用いず，　WIC　・60％．

　　　　　　第10表　　コンクリート調合（Cグループ及びH）
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845

875

832

808

835

553

531

556

51t6

494

519

6！”0

593

617

640

617

642

809

砂利

’！04’S

982

886

1041

98P．．

886

995

937

846

995

937

846

’±20S

1145

1046

’」　208

1145

！046

！！52

1095

998

1159．．

！095

998

886



9 コンフリー一1・のブ：）一一ディングに就いて 玉37

　22．砂入モルタル

　　砂入モルタルに就いては同じく最大ブリーディング僚に関し有効水箪，砂盤，砂勾画と関

連し図示すれば第3隠～第27図に及ぶ。併せて有効水量に．対するブリーーデ，fング量の比率も

図示した。
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　　　　　　　　　　　　　　繁57図

第里3表　H調合（15＞（15cm．角筒WIC　602．5孤m砂）ブリーディング量其の他

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　nv一度打強度用 一度打洗い試用 一度打平均 打 継
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　※　SIA　47。5％，砂量312　z顔3，有効水量220〃ln3スランプ22　cm．

　　　　　　　　　　　　　　　　§V三i績果に対する考察i

　1．　二・一Nトセメントモルタルについて

　　ニートセメン｝のブリーデAングは水比40～45％で略0となり，且つ漂準稠度水量即ち

27．8％で僅か乍らブリードをみている此の点は翻次を昇きにする別のセメン｝によるも同様の現



21 ＝】ンク1）一トのブリーディングに就いて 14－9

象をみた原隊】は不明であるが或いは練り程度の差かとも考えられる。又別種セメントによるニ

ートモルタルのブリ・・一ディング量に．は可也の差を生ずることは既に微細な研究）gaもある所であ

るが此の図にもよくみられる。膚効水量に対するブリード量の比率もとってみたがブリード絶

対量の曲線と殆んどL致する。

　2、油入モルタルについて

　　（1）混和剤を用いないモルタルのブリーード量は砂粒径1，2の場合が最大（但しW／C50％を

除き）の如く次ec　2．5，0．6，5，0の順の如し。

　　（2）水／セの順については当然のこと次ら50，60，70％の順に次第にブリ・・一ド大特に70％

は大となる。

　　〔3）調合は大体富のものほどブリード大である。モルタルの総括的表示法に関し第12～27

図に示した。即ち

　　（4＞モルタルの有効水量とブリーード量に就いて第！2～！5図を見るにWIC寓50％では有効

水量の影響を余りうけず温々一定常，60％では1．2砂についてその増大と共にブリードの増量

をみる以外やはりおしなべて影響少ない。W／C　＝＝　70％に至り此の有効水量σ）増大はブリード量

1こ強く影響を：堅し増大を藪εわす。

　　⑤　第16～19図は有効水£凱こ対するブリード量のbk率と此の有効水量を紺比したもので

あるが第12～15図と対比して格段の曲線の差違はみられづご寧ろ曲線はやや急を示している。

　　（6）モルタル中の砂の絶対容積量とブリード量を有効水量に対する馬率とを頬比図示した

ものは第20～23図である。之によれば砂量の増大に伴ないw／c小の5G～60％では余り影響

を受けないか又は増大を示しW，i’C　70％では明らかに減少を示している。

　　（7）総合的にモルタル全資料i’こっき有効水量とブジ・・一ド量を対比図示すれば簾24図の如

く極めて大ザッパには有効水量を知りブリード量を求めることも出来様が点は極めて大きな浮

動性を残していることは否めない。

　　（8）AE剤のモルタルブジード量に及ぼす影響は第7図に窺えるが之によれば1：1の如き

煙く富調合では何れの混和剤もブリード量を増大しており1：1．5L／　＿Eの貧調合に謹り混和剤は

何れもブリード量を可也抑えるに効果を示している。

　3．　コンクリートに就いて

　31．コンクリートのブリーディング

　　有効水量，砂素話びに砂率と夫々ブリー・一ド羅を舛比し作麟した。

　　（1）コンクリートの府効水量とブリーデEング量は婚絞的相関性良好で且つ普通グラフ上

で蔵線的関係を保持するものの如く此の場合ブリーード量を有効水量に対する比率を以て示すと

此の直線は曲線を爾き却って相関図作図上難点を示一S”。

　　（2＞砂量とブリード量の相関性はやや上詑に．劣るもξ）のようである。

　　（3＞ブリ…デ9ングの鍛大量への到達所要時聞とブリt・一一ド量を総括ll叡こみれば第44図の
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如く1翼iは砂粒径の変動及びAE剤混入有無による変移の状況を示している。即ちAE剤混入に

より何れもブリード量を減じ所要時間は延びており，2，5砂が0・6砂に．なることによっても「司様

の傾向が窺える。

　　（4）総括的にコンクリートのブジード量を有効水量及び砂量を以て示すための整理を行っ

たものは夫々第47錘，第48図である。即ち前者より

　　　　　B・…一〇・014帆・一150）’”‘一’脚・6の齢l

　　　　　B。、，，　・　O．0！6（W、r137）・・一門2．5の場合1

　　　　　　但しB、nはコンクリートの打込高に対するブリーデ4ング水量：の高さの比率（％）

　　　　　iダπは冶効水量（刎m3）を示す。

　　此の図は全然凹期を異にする著者の三途研究（前報告セメント技術露報昭和3！f■li）のデー

タと総合して整理したものである。又後者よりは第48図に窺える如く。

　　　　　B・…　・・　S”1・1・665・10『’7…・砂α6の場合1

　　　　　β。，．，富S・…0．／51．！0一・17……砂2．5の場合1

　　　　　　　但しSは砂量（4／m3）

を獲た。此の場合も鵡報告の帰結であった所の砂母とブリーーデEング量の関係式を今回は砂量

につき，之を絶対容積で又ブリーディング：蚤を打込高に対する比率（％）で示すことにより，一

般性を賦与し今關のデーータを投入して一一応の姿とした。

　　／5）次に持込高を異にするコンクリートのブリ・・一デ”tングについては第49図に之を．窺え

る。即ち一気に全高を打込んだコンクリートについては高50cm位までは高の比によってブリ

ーー h量増大し爾後は之によらず寧ろ絶短量も減じている（但し此の点に関する詳細は今回の実

験中，角筒の漏水も間々みられたので確かには云えないのは残念であるが）之に対し毎時60cm

位の速度で打継を行い全高を満してゆく打込については高さの如何に拘わらず，ブリード量に

は変化を殆んど及ぼさなかったが寧ろ低い場合と高い場合にややブリf一ド量の増大あるも70

～150cm辺りに最低量を示し大差なしと言えるようである。

　32．打込コンクリートの強度に及ぼすブリーデ■，ソグの影響

　　此のことのために角柱体につぎ圧縮強弓試験及びシュ｝ハンマー試験を行ったが，試料平

均数も少なく試験の条件も良好とは言えず確かな資料とは言えないが，参考には供せられよう

即ち，第52～53図は圧縮強度の肝試体位詰1別値を図署ミしてある。総じて高位より低位に向い

強慶値小より大に傾く。打継部分が他の部に対し強度値の変移する程度は第55図及び第57図

に見取られるも判然とは断言できない。然し強度の高値と低値の差は凡そ100　kg／cm2（4週強

度で）にも及ぶ状況が感得される点は将来確めおきブリe一・一デKグの悪影響の一つである強度影

響につき線を引くよすがに資せしめたい所である。

　（後記）本報告は主として青木重雄・鎌田健国領の卒業壽1爺文に於て行った実験によるもので

其の労を多とする。


